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AIを活用した経済制裁チェック業務
ご説明資料



はじめに：数字で見る商船三井

商船三井のビジネスの今を知る
海運業界の中でも、商船三井がどのような特徴を持つのかを数字で紹介します。

安全運航を徹底しながら、幅広い輸送サービスを提供しています。

商船三井の船隊規模(2026年3月末時点) LNG船保有隻数(2026年3月末時点)

連結経常利益(2026年3月末時点) 寄港する国の数［海に面する国数145カ国のうち］ (2026年3月末時点)

世界第3位

930隻

世界第1位

103隻

1,758
億円

100国以上



数字で見る商船三井

主要な拠点等／駐在員数 ※円の大小は各地域の拠点規模を表しています。

船員比率 グループ会社数 (2026年3月末時点) 

安全運航 ～4つのゼロを目指して～

221名
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油濁による
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11,567名
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主要な拠点等

駐在員数

27か国

※主な拠点等/駐在員数と船員比率は2025年3月末時点のデータとなります。



デジタル×社会インフラ事業の領域で先駆者を目指す



船舶管理会社の役割

船主会社
（当社100%もしくはJ/V）

管理人
MOL

傭船者

船舶管理会社
MOLGSM

ベンダー

定期用船契約

船舶管理契約 再委託

サービス発注

サプライ供給・サービス提供航海指示

MOLGSM : MOL Global Shipmanagement Pte. Ltd. 当社100％インハウス船舶管理会社



1. 船舶管理会社の 船費支払い スクリーニングプロセスの高度化

特に入念なスクリーニング実施（インボイス確認等）が必要となるプロジェクト・寄港・船員に関連する船舶管理会社発の船費支払
いは、 これまで全件を外部業者にスクリーニング作業を委託し、取引先情報・インボイスに含まれる企業名・個人名・銀行口座情報
等を抽出し、Dow Jones社スクリーニングシステムで検索された情報の確認を船舶管理会社で行ってきた。2026年7月～Moody’s社が
開発したAI OCRによるインボイスの自動読み取り、同社スクリーニングシステムを利用し、船舶管理会社で同作業を内製化を実現。

2. スクリーニングプロセス概要

経 済制裁   スクリーニングの        実務  （ 船費  支払  ）OPEX

経済制裁スクリーニングの実務（船費OPEX支払）1
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項目 概要

(1) 実施部署 MOL Global Shipmanagement Pte. Ltd.   Sanction Compliance Team

(2) 実施対象取引 経済制裁リスクが高い地域に関連するプロジェクト・寄港船・同Nationality船員に関わる全ての取引

(3) 実施項目 支払先から入手するインボイス等から取得できる港、船員、送金相手先（UBOを含む）、被仕向金融機関等、全ての法人情報に対して実施

(4) 制裁対象リスト OFAC制裁対象リスト、UN制裁対象リスト、EU制裁対象リスト、経産省・財務省リスト、UK制裁リスト、その他主要各国リスト

(5) システム Moody’sが提供する（AI OCR）Document Intelligence Agent（以下「DIA」） / (スクリーニング) Grid (システム間はAPIで連携)

(6) 実施時期 金融機関持込前（取引開始前、買掛金支払手配前の二段階で実施）

(7) 記録保持 船舶管理会社にて支払いの一次情報を保存、Moody’s社システム上でスクリーニング結果を保存

(8) 異例事態対応 適法性の判断が困難な場合は、スクリーニング担当者から本社法務部を通じて、外部弁護士に照会。



インボイス情報全件チェック

2 船費支払    い スクリーニングプロセス           高度化   全体  フロー   :

船費支払い スクリーニングプロセス高度化:全体フロー

 これまでと同様に取引前と取引後の二段階にてスクリーニングを実施
 制裁データベースは従来利用していたDow Jones社のスクリーニングソフトと比較して遜色なし

OPEX関連送金 スクリーニング フロー図

取引開
始前

取引後
（買掛金支払手配前）

取引不可※ 銀行持込

※疑義ある場合、社内協議（必要に応じ外部弁護士照会）

アクション

手続きフロー

質問状・宣誓書の送付・回収スクリーニングによる確認
(船費支払先のDue Diligence)
経済制裁対応のPayment Orderによる発注

インボイス情報、及び証憑類等の固有名詞スクリーニング

スクリーニング
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回答内容・確認に応じたベンダー分類 非制裁対象

制裁対象の相手先 制裁対象無し
ベンダーリスク無し

送金不可※

DIA
AI OCRによる読み取り スクリーニング

スクリーニング
API連携

担当者による確認

制裁対象・リスク有り



3 スクリーニングシステム           （ ）Moody’s  DIA Document Intelligence Agent

Moody’s スクリーニングシステム DIA（Document Intelligence Agent）

 多言語対応5か国語(英語・ロシア語・韓国語・中国語・日本語)×AIで99％程度の読み取り精度（一般的なOCRの精度：約80%）
 名称一致に加え、AI信頼度スコアによるフィルタリングで誤検知を削減。目視での修正・追加に対応
 3600件のデータ抽出を10～15分程度で自動完了(実績値)
 文書から読み取った箇所をハイライトで示し、担当者が抽出されたテキストの内容及び抽出されていない法個人名の確認が可能
 スクリーニングシステムGridとAPI連携し抽出した法人（金融機関・航空会社含む）を一括でスクリーニング実施
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読み取れていないと思われ
る文字は、追加も行うことが

できます。



3 スクリーニングシステム           （ ）Moody’s  Grid

Moody’s スクリーニングシステム （Grid）
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AI OCRによる読み取り

担当者による確認

抽出内容を送信

アラート(リスク候補)が上がった
ものについて内容を確認

一括スクリーニング結果を開く



3 スクリーニングシステム           （ ）Moody’s  Grid

Moody’s スクリーニングシステム （Grid）
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あいまい検索で検知されたリスクプロファイルの内容を精査し、判断を入力、
アラート対象を決定

作業終了後、Grid内にレビュー中の
決定やコメントを記録した証跡用の
レポートがシステム上に保存される
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